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小麦によるアナフィラキシーを起こ

した患者における小麦減感作の新し

いプロトコールの評価 
 

 
 
 



目的 

経口免疫療法（OIT）などの新しいアプロー

チは、小麦に対する IgE によるアナフィラキシ

ーに有用である。 

 
患者と方法 

12 人の患者が 2 つの段階からなる OIT プロ

トコ-ルを受けた：第 1 はセモリナ粉で、第 2 は

スパゲッティである。 

OIT の前後および 18 ヵ月後に、総 IgE およ

び特異的小麦 IgE を ELISA によって測定し

た。 

皮膚プリックテストも行った。 

 
結果 

患者は小麦 50ｇを摂取できた。 

アップグレード相後の中央値ベースライン総

IgE は減少し、フォローアップ後に減少した（p 



<0.01）。  

小麦特異的 IgE 中央値は、投与後に増加し、追跡

期間後に減少した（p <0.001）。 

 
結論 

小麦アレルギー患者には OIT プロトコルの効率と安

全性が示されたが、さらなる研究が必要である。 

 

 
プロトコールの経時表 

 
 



 
小麦経口免疫療法のプロコトール 

 
 
 
 

総 IgE・特異的 IgE・プリックテスト・プリックプリックテストの結果 

 
 



小麦の経口免疫療法は牛乳に較べる

と成功率は比較的良好です。しかし

重症患者・特異的 IgE 値または特異

的ω-グリアジン値が極端に高い場

合は苦慮することも多いです。この

文献のように極めて少量から投与す

る方法が成功率が却って高いように

思えます。特に乳児期を過ぎた患者

さんには適用と思われます。 


